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13．sgSrによる有痛性の転移性骨腫瘍の除痛療法の

　　臨床経験
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　89Srの国内第II，　III相臨床試験で，がんの骨転移患

者に対する除痛療法を経験した．対象は疾痛を伴う

骨転移患者14例で，男性11例，女性3例，原発は

前立腺癌6例，大腸癌3例，乳癌3例，胃癌1例，

原発巣不明が1例であった．各患者に89SrL5または

2．2MBq／kgを静注後12週間，痔痛の自覚的改善と鎮

痛剤の増減を観察した．明らかな疾痛の改善は9例で

認められ，うち2例では完全除痛が得られた．原発巣

や骨転移の性状，投与量は除痛の程度に関連しな

かった．鎮痛効果は平均6．8週間持続した．また重篤

な副作用は認められず，89Srによる転移性骨腫瘍の除

痛療法は有用であると考えられた．

15．肺癌放射線治療における2°iTl－SPECTの評価
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　放射線治療を施行した肺癌患者28人に2°iTl－SPECT

を施行した．治療中（40～50Gy）および治療後で治療

前と比較しえたのは各々20名であった．治療中で

は，ER，　DR，　DIE，　RIは治療前と比較して有意差は

みられなかった．治療後はER，　DRが治療前と比べ

て有意な低下を示したが，DIEおよびRIは有意差が

なかった．治療後RIが20％未満の群11例では，前

に比べ有意な低下を示したが，20％以上9例では逆

に有意な上昇を認めた．このことは放射線治療にお

ける局所治療効果の判定にRIが有用であることを示

唆している．しかし，RI　20％未満の群と20％以上の

群とでは生存率に有意差は全くみられず，予後判定

因子とはなりえないことも示された．

14．肺良性病変のFDG・PET　肺結節性病変のFDG－

　　PETとTl－SPECT
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　目的；FDG－PETおよびT1－SPECTによる肺結節性

病変の良悪性鑑別の可能性について比較検討した．

対象；FDG－PETとTl－SPECTを施行した肺結節性病

変30例．全例，手術にて組織学的検討がなされてい

る．方法；T1はER，　DR，　RI，　FDGはSUV，　TINを

算出した．結果；肺癌は23例，良性病変は7例で

あった．FDG，　Tlの肺良性病変の陽性率は，いずれ

も57．1％と高値であった．FDG（9L3％）の方がT1

（783％）よりも肺癌の陽性率が高値であった．FDG，

Tl陽性例において，集積程度は，ともに肺癌と肺良

性病変の間で有意差はなかった．RIは，肺癌の方が

肺良性病変よりも高い傾向にあったが，有意差はな

かった．
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